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はじめに
日本産ヒメドロムシ科については，1950 年代から

60 年代にかけて野村鎮博士や佐藤正孝博士などによ
り精力的に研究が行われてきた．1970 年代以降，し
ばらくは新たな種の発表がなされないまま経過した
が，1990 年代後半から再び分類学的な研究が進み
出し，現在に至るまでに新しい知見もかなり蓄積さ
れた．日本産ヒメドロムシ科のチェックリストとし
ては Satô (1977) や環境庁編（1995）があり，これら
において 15 属 44 種が記録されている．また，佐藤

（1985）は「原色日本甲虫図鑑 II」において 41 種の
解説を行なった．しかし，その後の分類体系の大き
な変化を反映した目録はなく，日本産ヒメドロムシ
科の全容を理解しにくい状況が続いていた．

そこで本報告において最新の日本産チェックリ
ストを取り纏め，分布に関する情報や幼虫の記載
がある種に関しては，その出典を示した．また，
和名の無い種については和名の新称を与えた．分
類体系については，従来のヒメドロムシ亜科とハ
バビロドロムシ亜科の 2 亜科としたが（例えば，
佐藤・吉富，2005；Kodada et al., 2016），分子系統
においてはこの体系が支持されないことが知られ
て い る（Kodada et al., 2016; Kundrata et al., 2017）．
また，最新のワールドカタログ（Jäch et al., 2016）
でも亜科の扱いは保留されている．今後の研究で
大きな変更が行われる可能性もあるので，この点
については注意が必要である．

分布に関しては，北海道，本州，四国，九州，
礼文（礼文島），佐渡（佐渡島：中島，2018），伊
豆（伊豆諸島：吉富，2014），淡路（淡路島：冨永，
2010），隠岐（隠岐諸島：林・門脇，2016），対馬，
五島（五島列島：司村，2015），大隅（大隅諸島），
トカラ（トカラ列島），奄美（奄美群島），沖縄（沖
縄諸島），八重山（八重山諸島）を区別し，その他
の島嶼部に関しては省略した．ただし，固有種に

ついては島名を明記した．国外分布については「；」
の後に記述した．

チェックリスト
日本に産するヒメドロムシ科の既知種は 17 属 57

種であり，このうちの 52 種は日本列島の固有種と
されている．また，この他に未記載種も存在する．

ヒメドロムシ科 Elmidae Curtis, 1830
ハバビロドロムシ亜科 Larainae LeConte, 1861
ハバビロドロムシ属 Dryopomorphus Hinton, 1936
Yoshitomi & Satô (2005) により 4 種がまとめられ

ており，本論文中にヤクハバビロドロムシを除く 3
種の幼虫も記載されている．その後，ヤクハバビ
ロドロムシの幼虫も Hayashi (2009) によって記載さ
れた．さらに，ハバビロドロムシおよびヒメハバビ
ロドロムシの幼虫ついては，林（2016）において
も記載されている．Hayashi et al. (2013) や Kundrata 
et al. (2017) による分子系統解析の結果は，ハバビ
ロドロムシ属がツヤドロムシ属を含む Macronychini
族に近縁なことを示しており，Larainae に所属する
こと自体が妥当でない可能性が高い．
1. ハバビロドロムシ  Dryopomorphus  extraneus 

Hinton, 1936
分布：本州・四国・九州．

2.  ヒメハバビロドロムシDryopomorphus nakanei 
Nomura, 1958
分布：本州・四国．

3.  アマミハバビロドロムシ Dryopomorphus amami 
Yoshitomi & M. Satô, 2005
分布：奄美大島．

4.  ヤクハバビロドロムシ Dryopomorphus yaku 
Yoshitomi & M. Satô, 2005
分布：大隅．
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ヒメドロムシ亜科　Elminae Curtis, 1830
アシナガミゾドロムシ属 Stenelmis Dufour, 1835

これまでに 7 種が記録されている．クメジマア
シナガミゾドロムシを除いた 6 種については，幼
虫も記載されている（Hayashi et al., 2016）．アシナ
ガミゾドロムシ属とミゾドロムシ属は上翅間室の
形状で区別され定義されているが，少なくとも日
本産の種をこの分類に当てはめることは，分子系
統や幼虫形態から支持されていない（Hayashi et al., 
2013, 2016）．
5 .   ヤエヤマアシナガミゾドロムシ S t e n e l m i s 

ishiharai M. Satô, 1965
分布：八重山．

6 .   アカハラアシナガミゾドロムシ  S tene lmi s 
hisamatsui M. Satô, 1960
分布：奄美・沖縄；グアム．

7.  ヨナグニアシナガドロムシ Stenelmis aritai M. 
Satô, 1965
分布：八重山．

8.  クメジマアシナガミゾドロムシ Stenelmis hikidai 
Kamite & Nakajima, 2017
分布：久米島．

9.  イブシアシナガドロムシ Stenelmis nipponica 
Nomura, 1958
分布：本州・四国・九州・淡路・対馬；韓
国，北朝鮮．

10. アシナガミゾドロムシStenelmis vulgaris Nomura, 
1958
分布：本州・四国・九州；韓国，北朝鮮，中
国．
従来，別種と考えられていたミヤモトアシナ
ガミゾドロムシS. miyamotoi Nomura & Nakane
は，Hayashi & Yoshitomi (2014) により本種の
無翅型としてシノニム処理された．本種は，
ミゾドロムシ属のキスジミゾドロムシやアマ
ミミゾドロムシに近縁である（Hayashi et al., 
2016）．

11. リュウキュウアシナガミゾドロムシStenelmis 
hayashii M. Satô, 1999
分布：奄美・沖縄．
本種は，ミゾドロムシ属のアカモンミゾド
ロムシやゴトウミゾドロムシに近縁である
（Hayashi et al., 2016）．

ミゾドロムシ属 Ordobrevia Sanderson, 1953
これまでに 4 種 1 亜種が記録されている．すべ

ての種（亜種間の比較はされていない）について
幼虫も記載されている（Hayashi et al., 2016）．日本

産種には少なくとも 2 つの系統が存在し（Hayashi 
et al., 2013, 2016），複数の属に区分して再配置する
か，単系統群を構成する近縁属と統合するなどの
処置が必要である．
12. アマミミゾドロムシOrdobrevia  amamiensis 

(Nomura, 1957)
分布：奄美・沖縄・八重山；グアム．
沖縄島のものは別亜種オキナワミゾドロムシ
O. a. okinawana Nomura, 1959として記載されて
おり，伊平屋島の個体もオキナワミゾドロム
シとして記録されている．また，Hayashi et al. 
(2016) によって，幼虫をもとにO. amamiensisと
して久米島および西表島からも記録されてい
るが，亜種を異にするものかどうか詳細な研
究はなされていない．

13. ゴトウミゾドロムシ Ordobrevia gotoi Nomura, 
1959
分布：北海道・本州・四国・九州・伊豆・淡
路・隠岐・対馬・大隅．

14. アカモンミゾドロムシOrdobrevia  maculata 
(Nomura, 1957)
分布：本州・四国・九州・淡路・隠岐・五
島・大隅．
Hayashi et al. (2016) が本種の分布として北海道
を含めているが，誤記であることが判明した
ため削除する．

15.  キスジミゾドロムシOrdobrevia  foveicoll is 
(Schönfeldt, 1888)
分布：本州・四国・九州・佐渡・隠岐・大
隅．
Hayashi et al. (2016) が本種の分布として北海道
を含めているが，誤記であることが判明した
ため削除する．

ヨコミゾドロムシ属 Leptelmis Sharp, 1888
これまでに 2 種が記録されている．幼虫につい

ては Hayashi & Yoshitomi (2014) および Kamite et al. 
(2017) によりヨコミゾドロムシが記載されている．
16. ヨコミゾドロムシLeptelmis gracilis Sharp, 1888

分布：本州・四国・九州；韓国．
従来，別種と考えられていたホソヨコミゾ
ドロムシL. parallela Nomuraは，Hayashi & 
Yoshitomi (2014) により本種の長翅型としてシ
ノニム処理された．

17.  アマミヨコミゾドロムシLeptelmis torikai i 
Kamite, Yoshitomi & Hayashi, 2017
分布：奄美大島．
Kamite et al. (2017) によって遺存固有種である
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ことが推測されている．

アヤスジミゾドロムシ属 Graphelmis Delève, 1968
これまでに 1 種のみが記録されている．幼虫に

ついては Hayashi (2013) および林（2017）により記
載されている．
18. アヤスジミゾドロムシGraphelmis shirahatai 

(Nomura, 1958)

図1．2000年以降に記載された日本産ヒメドロムシ（亜種のサトウナガアシドロムシは1998年に記載；D，Iはパラタイプ，そ
の他は全てホロタイプ）．A，アマミハバビロドロムシ；B，ヤクハバビロドロムシ；C，クメジマアシナガミゾドロム
シ；D，アマミヨコミゾドロムシ；E，サトウナガアシドロムシ；F，サトウカラヒメドロムシ；G，キュウシュウカラ
ヒメドロムシ；H，クリハラヒメツヤドロムシ；I，サンインヒメツヤドロムシ．スケールバーは全て1.0 mm．
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分布：本州．

ノムラヒメドロムシ属 Nomuraelmis M. Satô, 1964
これまでに 1 種のみが記録されている．幼虫に

ついては Hayashi et al. (2016) により記載されてい
る．
19. ノムラヒメドロムシNomuraelmis amamiensis M. 

Satô, 1964
分布：奄美・沖縄．

クロサワドロムシ属 Neoriohelmis Nomura, 1958
これまでに 2 種が記録されている．幼虫につい

ては林・曽田（2015）によりクロサワドロムシが
記載され，本属が北アメリカに分布する Narpus 属

のシノニムである可能性が高いとされている．
20. クロサワドロムシNeoriohelmis kurosawai Nomura, 

1958
分布：北海道・本州・九州．

21. シコククロサワドロムシNeoriohelmis kuwatai M. 
Satô, 1963
分布：四国．
前種とは背面の点刻や毛の特徴により区別さ
れているが（佐藤，1985），形態差はあいま
いである．クロサワドロムシは体長などに大
きな個体差が見られるため，本種も含めて今
後の分類学的な再検討が必要である．

セマルヒメドロムシ属 Orientelmis Shepard, 1998

図2．2000年以降に記載された日本産ヒメドロムシ（マルヒメドロムシ属；全てホロタイプ）．A，ツルギマルヒメドロム
シ；B，ダイセンマルヒメドロムシ；C，スネグロマルヒメドロムシ；D，タテスジマルヒメドロムシ；E，ツヤケシマ
ルヒメドロムシ；F，コマルヒメドロムシ．スケールバーは全て1.0 mm．
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これまでに 1 種のみが記録されている．幼虫に
ついてはまだ記載されていない．
22. セマルヒメドロムシOrientelmis parvula (Nomura 

& Baba, 1961)
分布：本州・九州．

マルヒメドロムシ属 Optioservus Sanderson, 1954
これまでに 11 種が記録されている．マルヒメド

ロムシ属およびキタマルヒメドロムシ属は幼虫の
中・後胸腹板の硬化片の形態により定義されてい
るが，成虫は互いによく似ており，海外の種を含
めると区別は困難である（Kamite, 2009, 2013）．上
手（2012）において，日本産種に限り，両属の区
別点が示されている．ツルギマルヒメドロムシお
よびヨツモンヒメドロムシを除いた 9 種について
は幼虫も記載されている（Hayashi & Sota, 2010 ; 
Kamite, 2015）．
23. スネアカヒメドロムシOptioservus variabilis 

Nomura, 1958
分布：本州．

24. ムナミゾマルヒメドロムシOptioservus maculatus 
Nomura, 1958
分布：本州．

25. ハガマルヒメドロムシOptioservus hagai Nomura, 
1958
分布：本州・九州・隠岐．

26. ツルギマルヒメドロムシOptioservus inahatai 
Kamite, 2015
分布：四国．

27. ダイセンマルヒメドロムシOptioservus masakazui 
Kamite, 2015
分布：本州．

28. スネグロマルヒメドロムシOptioservus occidens 
Kamite, 2015
分布：本州．

29. タテスジマルヒメドロムシOptioservus ogatai 
Kamite, 2015
分布：本州・四国・九州．

30. ツヤケシマルヒメドロムシOptioservus sakaii 
Kamite, 2015
分布：四国・九州．

31. コマルヒメドロムシOptioservus  yoshitomii 
Kamite, 2015
分布：本州．

32. ツヤヒメドロムシOptioservus nitidus Nomura, 
1958
分布：本州・四国・九州・佐渡・隠岐．

33. ヨツモンヒメドロムシOptioservus rugulosus 

Nomura, 1958
分布：九州．
ツヤヒメドロムシとヨツモンヒメドロムシは形
態差が非常にあいまいで，区別が困難であるこ
とが指摘されている（吉富ほか，1999；緒方・
中島，2006）．今回のチェックリストでは区別
して記載したが，今後の分類学的な再検討が必
要である．

キタマルヒメドロムシ属 Heterlimnius Hinton, 1935
これまでに 2 種が記録されている．幼虫について

は Kamite (2009) により 2 種ともに記載されている．
34. クボタマルヒメドロムシHeterlimnius hasegawai 

(Nomura, 1958)
分布：北海道・本州・礼文；韓国，中国，極
東ロシア，サハリン，千島．
従来，クボタマルヒメドロムシとされていた
Optioservus kubotai kubotai Nomuraおよびその亜
種のO. k. saghaliensis Nomuraは，Kamite (2009) 
により本種のシノニムとして処理された．H. 
hasegawaiには和名がなかったため，クボタマ
ルヒメドロムシという和名はそのまま使用さ
れている．

35. クロマルヒメドロムシHeterlimnius ater (Nomura, 
1958)
分布：本州．
スジヒメドロムシOptioservus hayashii Nomura
はKamite (2009) により本種のシノニムとして
処理された．

ケスジドロムシ属 Pseudamophilus Bollow, 1940
これまでに 1 種のみが記録されている．幼虫につ

いてはHayashi & Sota (2010) により記載されている．
36. ケスジドロムシPseudamophilus japonicus Nomura, 

1957
分布：本州・九州．

ナガアシドロムシ属 Grouvellinus Champion, 1923
これまでに 4 種が記録されている．この他，形

態的に日本産既知種に該当しない学名未決定種が
知られている（緒方・中島，2006；三宅・堤内，
2015）．幼虫については Hayashi & Sota (2010) によ
りツヤナガアシドロムシが記載されている． 
37. キベリナガアシドロムシGrouvellinus marginatus 

(Kôno, 1934)
分布：本州・四国・九州・五島．

38. ツヤナガアシドロムシGrouvellinus nitidus Nomura, 
1963
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分布：本州・四国・九州・淡路・隠岐．
39. マルナガアシドロムシGrouvellinus subopacus 

Nomura, 1962
分布：奄美・沖縄．

4 0 .  サ ト ウ ナ ガ ア シ ド ロ ム シ （ 和 名 新 称 ）
Grouvellinus babai satoi Jeng & Yang, 1998
分布：八重山．
これまで本種に対して和名が与えられていな
かったが，サトウナガアシドロムシという和
名を提唱する．なお，基亜種は台湾に分布す
る．

カラヒメドロムシ属 Sinonychus Jäch & Boukal, 
1995

これまでに 2 種が記録されている．幼虫につい
てはまだ記載されていない．
41. サトウカラヒメドロムシSinonychus satoi Yoshitomi 

& Nakajima, 2007
分布：奄美・沖縄．
これまでのところ，沖縄島では記録がない．

42.  キュウシュウカラヒメドロムシSinonychus 
tsujunensis Yoshitomi & Nakajima, 2012
分布：九州．

ツブスジドロムシ属 Paramacronychus Nomura, 
1958

これまでに 1 種のみが記録されている．幼虫に
ついては Hayashi & Sota (2010) により記載されてい
る．
43. ツブスジドロムシParamacronychus granulatus 

Nomura, 1958
分布：本州・四国・九州・大隅．

ヒメツヤドロムシ属 Zaitzeviaria Nomura, 1959
これまでに 5 種が記録されている．幼虫につい

ては Hayashi & Sota (2010) によりマルヒメツヤドロ
ムシが，Hayashi & Yoshitomi (2015) によりサンイン
ヒメツヤドロムシが記載されている．
44. ホソヒメツヤドロムシZaitzeviaria gotoi (Nomura, 

1959)
分布：北海道・本州・四国・九州・淡路・隠
岐・五島・大隅；千島．
対馬の記録は次種の誤同定であった（吉富，
1996）．

45. クリハラヒメツヤドロムシZaitzeviaria kuriharai 
Kamite, Ogata & M. Satô, 2006
分布：対馬．

46. マルヒメツヤドロムシZaitzeviaria ovata (Nomura, 

1959)
分布：北海道・本州・四国・九州・佐渡・五
島．
隠岐の記録はサンインヒメツヤドロムシの誤
同定であった（林・門脇, 2016）．

47. ヒメツヤドロムシZaitzeviaria brevis (Nomura, 
1958)
分布：北海道・本州・四国・九州・佐渡．

48. サンインヒメツヤドロムシZaitzeviaria sotai 
Hayashi & Yoshitomi, 2015
分布：本州・九州・隠岐．
緒方・中島（2006）において福岡県から記録
されたマルヒメツヤドロムシZ. ovataは本種で
あることが判明した．一方，同報文でヒメツ
ヤドロムシ属の一種として記録された種がマ
ルヒメツヤドロムシZ. ovataに同定される．

ツヤドロムシ属 Zaitzevia Champion, 1923
これまでに 8 種が記録されている．幼虫につい

ては Hayashi & Sota (2010) によりミゾツヤドロムシ
が記載されている． 
49. ナガツヤドロムシZaitzevia elongata Nomura, 1962

分布：奄美・沖縄．
50. ヤエヤマツヤドロムシZaitzevia yaeyamana M. 

Satô, 1963
分布：八重山．

51. アワツヤドロムシZaitzevia awana (Kôno, 1934)
分布：本州・四国・九州・淡路・大隅．

52. ツヤドロムシZaitzevia nitida Nomura, 1963
分布：北海道・本州・四国・九州・佐渡．
北海道からの正式な記録はないようである
が，愛媛大学ミュージアムに北海道産標本が
所蔵されていることを確認した．

53. ミゾツヤドロムシZaitzevia rivalis Nomura, 1963
分布：本州・四国・九州・淡路・五島．
司村（2015）で福江島から記録され，同定が
保留されたツヤドロムシ属の一種は，本種に
同定される．

54. ツシマツヤドロムシZaitzevia tsushimana Nomura, 
1963
分布：対馬；韓国，中国，極東ロシア．

55. アカツヤドロムシZaitzevia rufa Nomura & Baba, 
1961
分布：本州．

56. アリタツヤドロムシZaitzevia aritai M.Satô, 1963
分布：八重山．

ウエノツヤドロムシ属 Urumaelmis M. Satô, 1963
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これまでに 1 種 1 亜種が記録されている．幼虫
についてはまだ記載されていない．
57. ウエノツヤドロムシUrumaelmis uenoi (Nomura, 

1961)
分布：大隅・トカラ・奄美・沖縄．
トカラ列島口之島のものは別亜種トカラツヤ
ドロムシU. u. tokarana M. Satô, 1963として記載
されているが，屋久島産は基亜種の特徴をも
つことが知られており（林・藤原，2007），
分類学的な再検討が必要と思われる．
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